
令和４年 ３月２４ 日 
第八管区海上保安本部 

  海 上 保 安 学 校 

 

第八管区海上保安本部・海上保安学校 

定例記者懇談会 

 

 
１ 日時 
  令和４年３月２４日（木）午後２時００分から 
 
２ 場所 
  舞鶴港湾合同庁舎２階 第１会議室 
 
３ 発表事項 

＜第八管区海上保安本部＞ 

・春の海の事故ゼロを目指して！ 

 

＜海上保安学校＞ 

・新入生の着校と入学式の実施について（連絡事項） 

  

４ 業務説明 

 ＜第八管区海上保安本部 海洋情報部＞ 

・航行の安全に寄与する「航行警報」について 
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日 曜 業　務　内　容 備　考

1 金 上旬

2 土

3 日

4 月

5 火

6 水

7 木

8 金

9 土

10 日

11 月 中旬

12 火

13 水

14 木

15 金

16 土

17 日

18 月

19 火

20 水 海上保安学校入学式

21 木 下旬

22 金

23 土

24 日

25 月

26 火

27 水

28 木 定例記者懇談会

29 金

30 土

令和４年４月業務予定

継続

令和４年３月２４日
第八管区海上保安本部

海上保安学校
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令和４年 ３ 月２４日 

第八管区海上保安本部 

 

 

 

春の海の事故ゼロを目指して！ 

～確認しましょう！気象・海象・あなたの体調～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 釣り中の海難及び釣りに伴うプレジャーボート海難の特徴 

（１）釣り中の海難 

 春季におけるマリンレジャーに伴う海浜事故は釣り中が最も多く全体の約９割を

占め、うち約７割が磯場や防波堤からの海中転落となっています。 

元々、磯場は足場が悪い上、防波堤も波で濡れて滑りやすくなっていることがあ

ります。 

さらに、天気の急変により発生した強い波を体にかぶるなどしてバランスを崩し

て転倒した場合、即「海中転落」に繋がります。  

また、長距離運転の疲れや睡眠不足によって、足元がふらつき「海中転落」する

事案も発生しています。 

問合せ先：第八管区海上保安本部 

交通部安全対策課長 竹内 正一 

TEL 0773-76-4100（内線 2640） 

 
 

これから迎える春季（４月～５月）は、マリンレジャーが活発となるゴール

デンウイークに向けて、釣り中の海難及び釣りに伴うプレジャーボートの海難

が増加する傾向にあります。 

このため第八管区海上保安本部では、安全推進マリーナや安全推進釣具店等

と協力した周知啓発、現場における事故防止指導を重点的に実施します。 
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（２）プレジャーボートの海難 

 プレジャーボートの海難は、釣りを目的として出航している場合が多く、一年を

通して、機関故障や推進器障害などの整備不良が主な原因となっているところで

すが、春季においては、気象海象の不注意が原因となる海難も大きな割合を占め

ています。 

これは、春になると穏やかな天候となる一方、急な低気圧の発達に伴う強風によ

り、ミニボートやカヌーなどが自力で帰還できない荒天難航や突風の発生による

高波が原因の浸水や転覆といった海難が起きやすくなるためです。 

 

釣り時には、気象、海象、体調に注意！を促して、春の事故ゼロを目指します！ 

 

２ 第八管区海上保安本部の主な活動内容 

第八管区海上保安本部では、釣り中及びプレジャーボート海難の防止啓発とし

て、まずは安全推進アングラー第１号である「かなぱん」さんとコラボレーショ

ンし、安全啓発ポスターとリーフレットを作成しました。 

また、地域特性や実状に応じて各保安部・保安署でリーフレット等を作成する

などし、安全推進マリーナや安全推進釣具店などに掲示をお願いするとともに、

現場においてリーフレットを配布、海難防止の呼びかけなどの指導を重点的に実

施していきます。 

 

※ 添付資料 

・資料１：釣り中及びプレジャーボートの海難の状況【八管区全体・京都府】 

・資料２：主な海難事例 

・資料３：釣り海難防止ポスター及びリーフレット 
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釣り中, 
30人

SUP等, 3人
その他, 1人

合計
34人

釣り中及びプレジャーボートの海難の状況【八管区全体】
（平成29年から令和3年(4月～5月)の累計）

平成２９年 平成３０年 令和元年 令和２年 令和３年

海難隻数 ２５（０） １６（２） ２５（１） １５（０） ２４（０）

【参考】過去５年間のプレジャーボートの海難［単位:隻］ （ ）は、死者・行方不明者数

海中転落

22人, 73%

帰還不能

6人, 20%

その他, 2人, 7%

磯場

10人, 34%

防波堤

10人,33%

消波ブロック

6人, 20%

岸壁,

3人, 10%

その他, 1人, 3%

釣り中の海難の種類 釣り中の海難の発生場所

合計３０人

平成２９年 平成３０年 令和元年 令和２年 令和３年

海難人数 ７（３） ８（０） １（０） ６（１） ８（２）

【参考】過去５年間の釣り中の海難［単位:人］ （ ）は、死者・行方不明者数

別添資料１

約９割

マリンレジャーに伴う海浜事故
活動内容別発生状況

約７割

42%

着用
（２８人）

非着用
（３１人）

79%
救命胴衣着用で

海中転落した際の生存率

死亡・行方不明
（１８人） 死亡・行方不明

（６人）

海中転落者における
ライフジャケット着用・非着用者の

死者・行方不明者割合の比較（過去５年）

（過去５年：H29～R3）
合計３０人

機関整備不良, 
14隻, 13%

船体機器整備不良, 
12隻, 11%

気象海象不注意, 
17隻, 16%

操船不適切, 5隻, 5%
見張り不十分, 

6隻, 6%
老朽衰耗, 4隻, 4%

取扱不注意, 2隻, 2%

その他, 
45隻, 
43%

約２割

１０５隻

プレジャーボートの海難の原因

約２割

機関故障, 
26隻, 25%

推進器障害,
14隻, 13%

荒天難航, 
8隻, 8%

転覆, 13隻, 
12%

衝突, 9隻, 
8%

浸水, 8隻
, 8%

無人漂流,
9隻, 8%

乗揚, 3隻, 3%

燃料欠乏, 7隻, 7%

その他,8隻, 8%

プレジャーボートの海難の種類

約４割

１０５隻

37％増

平成30年からは民間救助機関による救助隻数を含む
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プレジャーボート及び釣り中の海難の状況【京都府】

機関整備不良,
5隻, 20%

船体機器整備

不良, 2隻, 8%

気象海象不注意, 
4隻, 16%

見張り不十分, 
2隻, 8%

その他, 
12隻, 48%機関故障, 

12隻, 48%

推進器障害, 
3隻, 12%

乗揚, 1隻, 4%

衝突, 2隻, 8%

転覆, 2隻, 8%

浸水, 1隻, 4%

その他, 
4隻, 16%

プレジャーボートの海難の種類 プレジャーボートの海難の原因

平成２９年 平成３０年 令和元年 令和２年 令和３年

海難隻数 ６（０） ５（２） ４（０） ４（０） ６（０）

【参考】過去５年間のプレジャーボートの海難［単位:隻］ （ ）は、死者・行方不明者数

約５割 約３割

海中転落

4人, 100%

磯場

2人, 50%

防波堤

1人,25%

その他, 
1人, 
25%

釣り中の海難の種類

平成２９年 平成３０年 令和元年 令和２年 令和３年

海難人数 ０（０） １（０） ０（０） ２（１） １（０）

【参考】過去５年間の釣り中の海難［単位:人］ （ ）は、死者・行方不明者数

別添資料１

（平成28年から令和2年(4月～5月)の累計）

約２割

２５隻 ２５隻

釣り中の海難の発生場所

４人 ４人

平成30年からは民間救助機関による救助隻数を含む
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【主な事故事例】 

●プレジャーボートの事故 

【浸水転覆】令和３年５月１５日(土) 

福井県福井市所在の鷹巣海水浴場沖合 

ミニボート（２名乗船）で海水浴場から出港し、釣り

を行っていたところが、船首から風浪による波を受けて

浸水したことから、排水を試みたが浸水が進行し、転覆

したもの。（転覆後にエンジンが脱落） 

付近航行中のボートにより救助された。（救命胴衣着用） 

 

【帰還困難】令和３年３月２０日(土) 

福井県三方郡美浜町所在の松原海岸沖 

カヌー（１名乗船）で美浜町松原海水浴場から岸に沿

って北上しながら釣りをしていたが、風が強くなってき

たことから帰ろうと漕ぎ出したが、正面からの風を受

け、距岸２００メートルで漕ぎ疲れ、帰還困難となった

もの。 

保安部から水難救済会に救助要請し、救助船により救

助された。（救命胴衣着用） 

 

●釣り中の事故 

【海中転落】令和３年５月１１日（火） 

京都府伊根町所在の甲崎付近磯場 

事故者は、磯場で釣りをしていたところ、岩に打ち付

ける磯波を背後から被り、その反動で体制を崩し、海中

転落したもの。 

沖に流されたが、通報を受けた保安部から水難救済会

に救助要請され、救助船により救助された。 

（救命胴衣着用） 

 

【海中転落】令和４年３月９日（水） 

島根県浜田市所在の沖防波堤 

事故者は、ほぼ睡眠をとらずに釣船に乗船し、沖防波

堤に渡り、釣りをしていたが、眠気を催したことから、

座った状態で釣りをしていたところ、居眠りをしてしま

い海中転落したもの。 

すぐに付近釣り人により救助された。（救命胴衣着用） 

別添資料２ 
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（参考） 
 

【降雪に伴う海難】 

 

 令和３年１２月から令和４年２月まで度重なる降雪に伴い、若狭湾内において

転覆等の海難が６隻発生しています。 

 

海難発生状況 

発生年月日 発生場所 船  種 事故状況 

１２月２７日 福井県小浜市 プレジャーボート 転覆 

１２月２７日 京都府舞鶴市 漁  船 浸水 

１２月２７日 京都府舞鶴市 プレジャーボート 浸水 

１２月２８日 京都府舞鶴市 プレジャーボート 転覆 

１２月２８日 京都府舞鶴市 プレジャーボート 浸水 

２月 ６日 福井県小浜市 漁  船 浸水（沈没） 

 

発生時の状況（積雪により浸水、バランスを崩し転覆・沈没に至ったもの） 

 

関係者に対する啓発活動 

リーフレットの作成、配布           漁協等広報誌への投稿 
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令和４年３月２４日

海 上 保 安 学 校

海 上 保 安 学 校 連 絡 事 項

新入生の着校と入学式の実施について

１ 着校について

４月４日（月）１８７名、５日（火）１８７名

２ 入学式について

４月２０日（水）

令和３年１１月６日実施分

【参考】３月２４日現在予定数

４月２０日（水）船舶運航システム課程航海コース第６１期１４３名（１８）

機関コース第６１期１１８名（ ５）

主計コース第６１期 ４７名（１８）

航空課程第２１期 ５名（ １）

情報システム課程第３１期 ２８名（ ４）

管制課程第５期 １８名（ ７）

海洋科学課程第３１期 １５名（ ３）

計３７４名（５６）

※（ ）は、女子学生を示し内数
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